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点火薬に関する研究

(叩 f113LSL･5月 LOロ 安 和)

木 下 四 郎 や B;ミ正 二

(Er本化BE;Lt-I:仝at 折Ji;作桑折火工品軒先諌)

括 蛤

脚 は光に他党筋管にEqする研究1)を行一一,そのEtr

幹として屯末世好の児火特性一二蹄 を及ほ十両手は屯

崎に取持三日1る土ネJL･ギーを強わす ,̂屯絹よりの取

払尖を出わナ R,花婿の抵抗 r,点火時間の分散と平

均点火時閑の比fz群わす け,皮捷時椛-であると速へ

T=.さて耽々がt奴℡管用の点火難として如何なる特

性を有するものを繰用したら上I､かという鼓申J:(食め

るT=めに【ま.以上のik細 を故肘･･とね(i/Aらないこと
は勿Biであるが.そM lけ-Tは箭不充分であって官I=

夢二のb]き酷雫田についても検即rL･加えわはIA.ら1Lい.
即ちそれは点火紫の鮎湖姓,政黙,蛾埠吐.蘇-点火

藁として用いる場合はれ=点火雛への沖火能,蔑二瓜

火兼として用いる教会には勝 又は連吟兼への琵火

倍,Kス発生兼,先生火仏.火花帝であり,そh呼の

蘇蕃凶が何れも軒態する救世I:合格しなくてはなちな
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さて以上陀潤 の公卿 伯を適当L=塊賢するこ

とは可随であつても,然らば如何なる点火琴ならこrt

l=合椿するか.戒は新瓜火弟を合成する賂合･如何fJ-

る点火薬を合成し′こら合格するか噂L=つl､ての敬実に

行わrLてい1Lい.
そこで7i/-JtJ塀の硝化払 レブ'L-シソ郡の倍化

物の脊索姐及び二･三脚 の点火辞を含成し･これら

のもの1=ついてニト.I2Eの敢及びその位紀と蚊上の常

襲Eiが如何TJ･る関係1=あるかを放す舌し'fJL火薬研究1I

ついての-指針TL･1才Tこので,以下教Ldにわたり報告ナ
二.

第1草 丈鰍 こ襲われた悪気雷管用

点火#lこつい7:

BuT-eat10fMLTICSの報告=lt=よれは.屯ここ胃管l=

i5･,､て屯絹を点火雑とを壌敗亡せるには次の1つの力

藍があると速へている｡

I) ■̀BTZdgep)ugI)■pe''点火発を粉状てゆるくつ

めにものの中にTE偶を珊入LT=もので,約 11r翌が

それ'である｡

2) "JkLd"type 屯椛をfり火菜泥中l=泣沈して摺

状に脱化させZこもの て】)･J),妨 12Fqの如きもので

ある｡

3) "Matchhead'ltype 絶縁奴の両面に貨芳しT=

企嘱託の下補間F'=そirtぞれ朗脚 を附 し,上

端両面朽円に屯倍を倍沼して,その硬鉛郡を庶火難泥

中に設渋し,同い球状の点火玉をつけTこ5)･6)･丁)ら
ので,約 13Lglの様なものであ ,-J｡
4) ●Callty■1yz)C 叉は C̀orlC.lleI〉】tlg''又は

P､LSLCdI)I)c tmdgepll】gの始末に凹邦を作r),

その内相Sに陀招甘鯛り凹所に点火率を入れT=↓),冒)

もので.約 1･4tZlがそれであ,-JB

文EjdfWE.にJ:hほJ'(火卦 よ少EIの熟 こよT)容易L=発

火し,血捷難をr班 に起爆するものでlJ-けれほfJ:らな

いが,艶話野付fJ.'払成のものは見つかっていないと三塁へ

てR;T),災Jtほれているか文はW ..さJIT=JH火躯とし
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て氷の如きものを挙げていろ.

CuPro11■ aCE･()tide.leadpl⊂ntC leadmonol
nltrOre書OZcIZlate. SlhCTaZ‡de.lead叫 Ph a一e,

merctJr)･ltJlmlrmtealoleOrmはedlllLhother

compulldssIJCJl aS Pqtn瓜LLLm Ehlorate.lead

stlLlocy.lnntC dlazcdLnltTOpher和】ezlhernわneor

mはedllllhothertpzTlrN}und88udl･luhnzILum

nLtmlCrHl.asTr.Okc】css IN)tYd(･r.tcLra⊂CJIC

ll r.lybrT1-JCR L l1.1日の和 みJtF)[=

(i ,-】nmlChhead'r'Llp七の筋-HA火奴として上記の

やノL トtJレ′ルシソ給と也k.較わl)の況介的/2位

ド,約二点火菜として吐祭儀が)と木Dlのu公物七位

･DTiI-I.

EJoIICSt41の研究野缶でヱ点火封土･L.〆 ■ノ三I

t'レ′ルシソ免とT.'14gEを カ ブ,-I m皿Ldlhead

I〉pCとして用いても､る.

pB ワ8-日=上tttL.TrctJSdorE'Cは TTlaldl

head"太田点火h:として-tノニ ト.]i,～/JtJyソ軌
ビ79y伝,鎗己甜 伝カケの現地 .誌討火蛤を先

生さ るEl的てtシ.)･"-VT事'/.)上の花束/Z合ん
11ものg･'Eあげて搭りIu'7_I9'/I->'ピタV-

t,sE化魚等1こついての拙 巣も述べているが1!)I
･;ニトpvノJ:,シソカと･t/三ItrI,ゾJL,シソ於の比

扱萌兄の抜果,-I/占 い･L,/I-/ンカ.i盟Z見好で

拷,二色･.･℡蛤をJll･.･るわ.二はこの特性.主軸 と･1'r)I

丈8カ7日【●Cの所に77itしても文化〉T.L･いと.･う特
色がZ,ち.唖 し･-J*企>'占い日,/JL･シンD.三ti書

が･少･L..,,'･.-eノニトpv/I,シソ敷 浪 良:二上り名

箆が欠Tすることが失わである.しかし市伊 すれ二三

元の盟匠L=tRするとも述べて'.1石.'1.又維 時の且JE
のJifは･/'ニトLTI,/ルシy軌 ヱ+50'C1コ15-29i

追監上昇し.-50'Cで3.ー iTf究下す,-1が,モノニ

トrv/ル･/y軌 よ +50'C で 2-25,'1'上昇し●

-50'C.でレ･.U_,T<QtTすると述- てr､ろ.又モ/i

IBL'./̂ ･シソ節 と y'Jbコこ ウ-の況/p-a火1うの

sb-KMTIO.宗鑑時粥に対する詔火蛙の暇 も行われ

ているE!】.

日;･/I-rLI)は一度発火;ヤて托科し一こもの,こ

広まの上昇と1､･)成句 (EmpR1-dlzdlkelt等SEClAe-

rung)があり.こ川 上瓜火顎として用r･･る由:=は欠点

とIJ.-ると述-ている.y!(IPB I)8-トに.th Zi,ド

イツにLLr,.て況 1･L袋の如きものがLT火巽として用1.

られていT=と和名されているtTl.

lV.T二lybr･Llに玖11,.i.欧米ではもつはら zTlalCh

headlypC が行われている.発火荒'こる- ナ玉は

変軒17iに鼓して発振の片田に肘藩岩で石.この?_荒zi

呈顎より(.-I),内耳のV;は発火化合出てその上大書汝

は発火正宗の匠.･-とてある.六二諾い火見せ搬 す
る又塩花,/･あり,丑恥 -M の一二カー=萩早三､三簸科･Jz

入れ一二仇化戊のLtJRr''ba.1巳羊のr:C'丁セナvy

餅が児火洞として鐘桝 こあっTこ. これ;エ約 180'Cで

発火し,発旅花の肘枕によって非馬に辻かtJ氏焔をサ

え石.7r(広告lLことはTセナレン鈎が永分 こ対して皆

を受けやすく.湿銘からRとaE･hllけhtf感度JJ唄T

す,-JこCである.臥 :F'r火諾々発火させるにⅦ十る花

流は印のi馳 と共にZI,郡1=均し,送I:は実股上のiiL田

を担う.析くして退化し′こγ七LFレン親 王̀所鞘色の外

現を良し.紺 にhltaと方よくた TLる代りZ=1-ユa約
[=火花//･uる'1けてあるとiiへている.

DrekopE14に上Iti-maEc:Rheao typeDIrT火

三｡土=Flから成って世r).発火点の高い放火riまFT火

瞳勤 はjl-でIlLl･ので任用されていな'･.又外FIは姓

左岸ヵF又はiLlgポ カ ･と詳化7Lニ′ナ ･tノXi三相

等の可だrJf/毘合し◆二ものが使用されこも.ち.特:=焦

K六位見て只雪甘州の外℡天としてはケJt･Z ト式の

もの藍虎化zlyサムとセリウム ヾ1朱5'.)ふ合金の

専職 公物J.ttかrlされ.dlPP･r･gE=上り毛布している.

丈にその上Lニケサク吐又iJll571ソ･'E薄くP流 して
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防湿力を持Tこせ,外に7-I(火玉の成分が分る蛸に外面I= て恭約定rz抑持出架な'.-と述べて,..ら.

色崇/L捻布している.
ZC rのカFFrグLLll=よれilき氏Kス揮発花奴胃J冴

用の点火玉と辞発屯矢田管用の7'T火3;は苅なっている
ので汲用してはいけTLいと漣-ている.ZhPcnLのカ

FFYIIJでも新月淵と改発用は牡抗底が月なつてい

5.

文 J P A 親柿にはリTン｢7/'ユ1- 7ェノーJt-

2Qj:2タ∠(l∝)メ ･/'/以T),皆誠偶ヵ1)60士5タ.I,米

桝堺 15j:2,0.I.こい,スターナ (lYクJ-1275,..I)5±

○さ23の GInt)lypCのものがある.

実力唱 ではy'ニIEソV′ル㌢ン弟刑,Y,ダy船専

文 献

])* r･Eqお エ火鶴 152(町1293),162(耶 29.

9)

2)bl)rCatJOLhllne与 ReJX)rtOLLnvesllgOtZOn

〇69占. SlruCturalFeatlJTe80(TypIGllAme-

Z'lCユrlCommeTC1alDetollnt｡悶 (̂!)rL日943)

3)U.S T'2.175,249(OctDbcr)0,1939)

4)U.S I'2,159,229(May23,1939)

5)U S P2.185,370(Jzlnl】nr).2.19iO)

6)U.S ㍗ I.935.J･95(h'olemheTll.1933)

が根気貫管用のrl火剤として犬用されている. 7)U S I'1･928･ROB(Septerrlbcr26･1933)

竹中卿 'はプニトdソV/̂･シy煎,I,glソ蔚+ 8)U SP 2.133.119(OclObcrll.lna)

幼粟較ヵサ(5 5).ビタリン倍軌 ピタyソ辰絶,ビ 9)lVTn)】or&CRL I血1】 TTmSa亡ILO.ISOf

クt)ソ転乱 モノエトロL,/ル･/ソm,7/'こい.7J. theJn別ItutLOnDfMlzILngEnf(Vo】loワ,Part

/-JV銃,チ-L･･f-I,y細.t雌 ,ナトク-tン,.y'ニト e

uL'/ルソン臥 ->'ニト.aV/ル･/y水臥 .y'ニトp LO)EJozlt･B ProcRoySo亡^198523くZ949)

L,y'/3'ン軌 ト,ニ T･L7レy'LJ5,y鈴,-+y′シ分, ll)PB317
i;ニトG安息香酸乱 y'ェト.,ハイ rl=+ノン乱 y' Z2)P l17,5野･

ニトロサウナJV解カ.トリこい･メタタV/-ル射, ]3)ド a 7472?

/'丁〉′ジニトt71/,./-ル解, トyこい･トフォキZ/ ]4)P l】(3877 BIOS833

J<ソブール兎尊につL=t抑 している. lS)lVTn)pbrrChemlStTyandlndl,Str)ZCi5一

際略だ軒■)はケトク七ソバi;アゾ･/'ニトt77ェノ- 1069(1939)

ルの点火剤cLでの乾性正を軒先し.こiヽらの混合策 L6)LiDrcko】-I S,-rengsloEfL･.ZZldZL･ndmztte)

で濃灰の発火瓜Ji･,TTナ輿前からなるF'l火≡ (ナトク七 】7)IC I BlastL.lg L.1CoH･t:rze8Ca8]cssDelay

ノ7051,ブアンI->'ェトp7⊥ノーJt･30〆)が穀も触t tkt｡Tla lOTS

て屠り,チトラ七yと111)I/令-トとの況公転,tr.これ 】8)m Porli t比lSterSTtaJld如 k

l=拭いて居ること及びモノニトロレ./̂ ･シン軌 よ良性 19)Bi懲虎 神公昭 26-1i?(BT12い 23)

時rhlが芯だ長く,拝辞併 発'二は有利TLようであるが, 23)竹Tl'-九九 LDLl相 失 い化Jゾ研 q̂l160',;(1950)

その極鮭が要しく.又瓜火時仰の,.1?1Jrもフこき ､̀の 21)印時-正,仲沢N エ大協 123Jt(耶bl2)

､ StudlCSI)nElectricDctollJltnT畠(VL)

OIITgrLItlOllChLlrg eEI

ShLrOKlnOShlta,ShoJLNakahara

Forthestud)oflgnltlOnCharges,zlOt lVcha＼rcsynthesIZedwmeleadsaltsof

on一ytheelemcnは,A a,LT,T ShoWrlby nltrOCOTrLI氾u】-dsofphe一拍tandrcsolclne,

ElllTnJones.butalsothemoIStLJrC-,heat-, andsomeotherknownlgmt】OJICharges,

aIldCold･pr∝IfcharacteTIStlCS.､0lumesof andlnvestlgatedtherelatJOnSbeLIVeenthe

thegases,fhmcs.lgmtlOllabllltzcsandso nLtmbersofthenltroradlcalsandthelr

ozlmustbetak即 InLOCOnS】dcrat】011 POSltLOn'lndtheabovemcntlOnCdclments
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